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戯
言 SEIJI OKADA

戦
争
や
災
害
の
報
道
シ
ー
ン
を
見
て
い
る
と
、子
ど
も
が
最
後
ま

で
求
め
る
の
は
母
親
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
こ
に
は
父
親

は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。父
親
の
存
在
感
が
薄
い
。そ
れ
は
母
性
本
能
だ

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、そ
の
通
り
だ
け
ど
、男
性
に
し
た
ら
淋
し
い
限
り

で
あ
る
。

鹿
児
島
県
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
は
当
時
の
若
き
特
攻
兵
が
残

し
た
手
紙
の
多
く
が
母
親
宛
で
、「
お
か
あ
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」と
結
ん
で
い
る
。父
親
宛
の
手
紙
が
あ
ま
り
な
く
、つ
い
で
に

「
お
父
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
付
け
加
え
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
報
道
で
避
難
は
母
親
と
子
ど
も
た
ち

で
、父
親
は
母
国
に
残
っ
て
戦
闘
に
参
加
す
る
。そ
の
昔
、狩
に
出
か
け

る
の
は
男
性
で
、女
性
は
残
っ
て
家
を
守
る
。こ
の
構
図
は
二
十
一
世
紀

に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。ジ
ェ
ン
ダ
ー
、社
会
的
男
女
の
平
等
が
世
界

中
で
広
ま
っ
て
も
こ
の
図
式
は
同
じ
で
あ
る
。

野
生
の
鳥
た
ち
の
映
像
を
見
て
い
る
と
、敵
に
対
し
て
夫
婦
で
守
っ
て

い
る
。人
間
と
鳥
た
ち
で
は
こ
う
も
違
う
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」は
あ
っ
て
も
、「
父
を
た
ず
ね
て
」は
な
い

だ
ろ
う
。だ
か
ら
平
和
を
求
め
る
し
か
、こ
の
悲
劇
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い

の
だ
。
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ロゴマークが
変わりました

「

」

子
に
対
す
る
母
親
の
愛
に
匹
敵
す
る
も
の
は
、

こ
の
世
に
な
い（
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
）
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長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

　
ホ
ー
ル

▼
令
和
５
年
度
文
化
の
日
記
念「
文

化
振
興
事
業
」 

第
１８
回
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
和

久
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
土
器 

オ
カ
リ
ー
ナ
コ
ン

サ
ー
ト
・
四
日（
水
）　

開
場　

午
後
一

時　

開
演　

同
一
時
半（
〜
同
四
時
）

　

入
場
無
料　

問
合
せ　

わ
く
ど
き

実
行
委
員
会　

☎
０
９
０
―３
４
５
５

―６
８
０
９（
神
谷
）

▼cresc.Piano Concert

・
九
日（
月
・

祝
）　

開
場　

午
前
九
時
半　

開
演

　

同
十
時（
〜
午
後
六
時
）　

関
係

者
の
み　

問
合
せ　

cresc.

（
く
れ
っ

し
ぇ
ん
ど
）　

☎
０
９
０
―８
５
４
３
―

３
２
３
６

▼
令
和
５
年
度
文
化
の
日
記
念「
文
化

振
興
事
業
」 

リ
ン
ト
ゥ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ

オ 2nd stage

・
十
五
日（
日
）　

開
場

　

午
後
二
時　

開
演　

同
二
時
半（
〜

同
五
時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

リ

ン
ト
ゥ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

☎
０
９
０
―

９
９
４
７
―３
３
３
１（
小
笠
原
）

▼
令
和
５
年
度
文
化
の
日
記
念「
文

化
振
興
事
業
」 

洋
楽
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
・
二
十
二
日（
日
）　

開
演　

午

後
一
時
半　

終
演　

同
三
時
半　

入

場
無
料　

常
滑
市
文
化
協
会　

☎
３５
―

２
９
２
０

▼
令
和
５
年
度
文
化
の
日
記
念「
文
化

振
興
事
業
」 

邦
楽
の
つ
ど
い
・
二
十
九
日

（
日
）　

開
場　

午
前
十
時
半　

開
演

　

同
十
一
時（
〜
午
後
四
時
）　

入
場

無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会

　

☎
３５
―２
９
２
０

　
展
示
室

　
あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
常
滑
市
文
化
協
会
常
滑
文
芸
コ
ン

ク
ー
ル 

常
柳
会
作
品
展
・
七
日（
土
）〜

十
九
日（
木
）　

午
前
九
時
〜
午
後
九

時（
最
終
日
同
三
時
）　

あ
な
た
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協

会　

☎
３５
―２
９
２
０　

常
柳
会　

☎

２７
―６
６
０
４（
伊
藤
）

▼
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」 

第
３７
回
生
活
文
化
部
合
同
作
品
展
・

二
十
一
日（
土
）〜
二
十
二
日（
日
）　

［
二
十
一
日（
土
）］正
午
〜
午
後
五
時

　
［
二
十
二
日（
日
）］午
前
九
時
〜
午

後
四
時　

第
１
展
示
室　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局　

☎
３５
―

２
９
２
０

▼
墨
彩
画
グ
ル
ー
プ
展
・
二
十
四
日

（
火
）〜
十
一
月
二
日（
木
）　

午
前
九

時
〜
午
後
九
時
半（
最
終
日
同
四
時
）

　

あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

問
合
せ　

墨
彩
画
グ
ル
ー
プ　

☎
４３
―３
７
７
９

（
原
田
）

▼
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」 

神
明
書
展
・
十
四
日（
土
）〜
十
五
日

（
日
）　
［
十
四
日（
土
）］午
前
十
一

時
〜
午
後
五
時　
［
十
五
日（
日
）］午

前
九
時
〜
午
後
四
時　

第
１
・
２
展

示
室　

問
合
せ　

神
明
会　

☎
３４
―

９
０
７
８（
山
本
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
常
滑
の
水
指
・
七
日（
土
）〜

◎
と
こ
な
め
陶
の
森

　
陶
芸
研
究
所

◎
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

　

実
に
不
思
議
で
魅
力
的
な
名

前
を
持
っ
た
南
方
熊
楠
は
、明

治
、大
正
、昭
和
の
時
代
を
生
き

た
植
物
学
者
・
民
俗
学
者
・
博

物
学
者
で
し
た
。彼
の
全
て
が
一

般
常
識
か
ら
外
れ
て
お
り
、学

問
的
に
ど
ん
な
業
績
を
残
し
た

の
か
、ど
ん
な
偉
大
な
学
者
だ
っ

た
の
か
、私
に
は
ま
る
で
見
当
が

付
き
ま
せ
ん
。

　

昭
和
１６
年（
１
９
４
１
）１２

月
２７
日
の
夜
、萎
縮
腎
が
悪
化

し
た
南
方
熊
楠
に
、娘
の
文
枝

が「
医
者
を
呼
び
ま
し
ょ
う
か
」

と
聞
い
た
。彼
は「
天
井
に
き
れ

い
な
紫
の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て

い
る
。わ
し
は
、そ
の
花
の
中
を

ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ん
で
い
た
。医
者

が
来
れ
ば
、花
も
え
え
気
持
ち

も
消
え
る
さ
か
い
、呼
ば
ん
と
い

て
く
れ
」と
答
え
た
。

　

翌
２８
日
の
夜
、彼
は
、妻
の
松

枝
と
娘
の
文
枝
に「
わ
し
は
こ
れ

か
ら
眠
る
。縁
の
下
に
白
い
小

鳥
が
死
ん
ど
る
か
ら
、明
日
の

朝
、手
厚
く
葬
っ
て
や
っ
て
欲
し

い
。お
前
達
も
早
く
寝
な
さ
い
」

と
言
い
、手
元
の
羽
織
り
を
頭

か
ら
被
っ
た
。

　

日
付
が
替
わ
っ
て
、２９
日
の
午

前
２
時
頃
、彼
は「
野
口
、野
口
、

熊く
ま

弥や

、熊
弥
」と
大
声
で
叫
ん

だ
。そ
し
て
、彼
は
再
び
寝
息
を

た
て
始
め
た
。そ
の
後
、二
度
と

口
を
開
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

昭
和
１６
年
１２
月
２９
日
、午
前

６
時
３０
分
、南
方
熊
楠
は
７４
歳

で
死
去
し
た
。

　

彼
は
最
後
に「
野
口
、熊
弥
」

と
叫
び
ま
し
た
。「
熊
弥
」は
精

神
を
病
ん
で
い
た
長
男
の
名
前

で
あ
り
、「
野
口
」は
発
病
し
た

熊
弥
の
た
め
に
奔
走
し
、尽
力

し
て
く
れ
た
野
口
利
太
郎
の
こ

と
で
す
。子
煩
悩
だ
っ
た
熊
楠

は
、最
後
の
最
後
ま
で
息
子
の

こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
し

た
。

　

今
か
ら
、長
男
の
熊
弥
の
病

気
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、世

界
的
な
大
学
者
・
南
方
熊
楠
と

彼
を
支
え
た
妻
の
松
枝
に
つ
い

て
書
い
て
い
き
ま
す
。

◎
結
婚
ま
で
の
熊
楠

　

南
方
熊
楠
は
、
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）４
月
１５
日
、和
歌

山
城
下
で
金
物
商
を
営
ん
で
い

た
父
・
弥
兵
衛
、母
・
す
み
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

明
治
１６
年
３
月
、和
歌
山
中

学
校
を
卒
業
し
て
上
京
。共
立

学
校
に
入
学
。翌
年
９
月
、大
学

予
備
門
に
入
学
。同
級
生
に
夏

目
漱
石
、正
岡
子
規
、山
田
美

妙
ら
が
い
た
。

　

明
治
１９
年
２
月
、予
備
門
を

中
退
。１２
月
、横
浜
か
ら
ア
メ

リ
カ
に
向
か
っ
て
出
港
。６
年

後
、ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス

に
渡
っ
た
。科
学
雑
誌『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』に
論
文
を
寄
稿
し
、高

く
評
価
さ
れ
た
。大
英
博
物
館

図
書
館
へ
の
入
室
が
許
可
さ
れ

た
。ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
中
の
孫そ

ん

文ぶ
ん

と
親
交
を
深
め
た
。

　

明
治
３３
年
１０
月
、長
い
外
国

で
の
生
活
を
終
え
、帰
国
。そ
れ

か
ら
４
年
間
、那
智
勝
浦
で
生

活
し
て
い
た
が
、明
治
３７
年
１０

月
、田
辺
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
き
っ
か
け
は
、中
学
時

代
の
親
友
・
喜
多
幅
武
三
郎
が

田
辺
で
医
者
を
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
訪
れ
、誰
か
ら
も
温
か

く
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
と
、町
の

風
情
が
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

明
治
３９
年
、喜
多
幅
の
勧
め

で
、田
辺
の
闘と

う

鶏け
い

神
社
宮
司
・
田

村
宗
造
の
四
女
・
松
枝（
２８
歳
）

と
結
婚
し
た
。翌
年
６
月
、長

男
・
熊
弥
が
誕
生
。明
治
４４
年
１０

月
に
長
女
・
文
枝
が
誕
生
し
た
。

◎
長
男
・
熊
弥
の
精
神
異
変

　

長
男
の
熊
弥
は
、物
静
か
な

子
だ
っ
た
。中
学
生
に
な
る
と
、

ま
す
ま
す
口
数
が
少
な
く
な
っ

た
。

　

大
正
１４
年（
１
９
２
５
）３

月
１３
日
、彼
は
、高
知
高
校（
旧

制
）を
受
験
す
る
た
め
に
、増
田

と
白
木
と
い
う
二
人
の
同
級
生

と
共
に
高
知
に
向
か
っ
た
。少
し

前
か
ら
、南
方
家
で
は
家
族
の

者
が
流
行
性
感
冒
で
苦
し
ん
で

い
た
。先
ず
熊
楠
が
罹
り
、次
に

長
男
の
熊
弥
が
寝
込
み
、続
い

て
松
枝
が
流
感
で
倒
れ
た
。高

知
に
出
発
し
た
時
、熊
弥
は
病

気
が
治
っ
た
ば
か
り
で
、体
力
が

衰
え
て
い
た
。

　

２
日
後
の
３
月
１５
日
、一
緒

に
高
知
に
行
っ
た
増
田
か
ら
の

電
報
が
届
い
た
。「
ク
マ
ヤ
、ビ
ョ

ウ
キ
、ス
グ
コ
イ
」。熊
弥
が
精

神
異
常
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

熊
楠
と
松
枝
は
驚
愕
し
た
。「
妻

は
気
絶
せ
ん
ば
か
り
に
驚
き
申

し
候
。夫
婦
と
も
病
気
上
が
り

に
て
、と
て
も
高
知
ま
で
行
く
こ

と
は
な
ら
ず
、よ
っ
て
知
人
二
人

（
佐
武
友
吉
と
金
崎
卯
吉
）を

頼
み
…
」。知
人
の
二
人
は
、３

月
１６
日
の
早
朝
に
高
知
に
出
立

し
た
。

　

３
月
１９
日
の
夜
、熊
弥
が
帰
っ

て
来
た
。室
内
に
入
る
と
、彼
は

近
寄
っ
て
き
た
父
親
に
座
布
団

を
投
げ
付
け
た
。唸
り
声
を
上

げ
、う
つ
ろ
な
表
情
で
両
親
や

妹
を
見
つ
め
て
い
た
。熊
弥
は
発

狂
し
て
い
た
。父
親
の
熊
楠
は
、

肩
を
震
わ
せ
て
男
泣
き
に
泣
い

た
。娘
の
文
枝
は
書
い
て
い
る
。

「
父
の
落
胆
、母
の
嘆
き
は
何

物
に
も
譬
え
よ
う
も
な
く
、こ
の

時
、私
は
初
め
て
父
の
涙
を
見

ま
し
た
」

　

そ
の
後
、大
暴
れ
す
る
よ
う

な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、８
月
に

な
る
と
、妄
想
に
悩
ま
さ
れ
始

め
、し
ば
し
ば
発
作
を
起
こ
し

た
。熊
楠
は
、生
活
費
を
稼
ぐ
た

め
に
、論
文
を
寄
稿
し
た
り
随

筆
集
を
刊
行
し
た
り
し
た
。『
南

方
閑
話
』『
南
方
随
筆
』『
続
南

方
随
筆
』の
３
冊
が
出
版
さ
れ

た
。

　

大
正
１５
年
１１
月
、隣
家
の
新

築
の
屋
根
の
上
で
大
工
が
大
声

で
歌
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、熊

弥
は
突
然
暴
れ
出
し
、３
時
間

余
り
大
声
で
野
獣
の
よ
う
に
咆

哮
し
た
。熊
弥
の
病
気
は
ど
ん

ど
ん
悪
化
し
て
い
き
、家
族
は

安
眠
で
き
ず
疲
労
困
憊
し
た
。

　

昭
和
３
年
５
月
、つ
い
に
熊

楠
は
息
子
を
京
都
の
岩
倉
村
の

精
神
病
院
に
入
れ
る
こ
と
に
し

た
。

　

病
ん
だ
長
男
が
入
院
し
た

後
、南
方
家
に
３
年
振
り
に
平

穏
さ
が
戻
っ
た
。

　

昭
和
４
年
３
月
、皇
居
の
生

物
学
御
研
究
所
主
任
の
服
部
広

太
郎
が
内
密
に
南
方
熊
楠
の
家

を
訪
れ
た
。「
こ
れ
は
極
秘
の
事

で
す
が
、も
し
天
皇
が
こ
の
地
方

に
行
幸
さ
れ
た
時
は
、粘
菌
に
つ

い
て
陛
下
に
ご
進
講
し
て
も
ら

え
ま
す
か
」

　

６
月
１
日
、熊
楠
は
、田
辺

湾
の
神か

島し
ま

沖
に
停
泊
す
る
戦
艦

「
長
門
」の
艦
上
で
天
皇
に
進

講
し
、粘
菌
の
標
本
を
献
上
し

た
。ご
進
講
か
ら
３３
年
経
っ
た

昭
和
３７
年
５
月
、天
皇
は
白
浜

の
宿
舎
か
ら
神
島
を
望
見
し
て

歌
を
詠
ま
れ
た
。「
雨
に
煙
る
神

島
を
見
て
紀
伊
の
國
の
生
み
し

南
方
熊
楠
を
思
ふ
」

　

昭
和
１２
年
２
月
、熊
弥
の
病

状
が
回
復
し
て
き
た
。田
辺
で

陶
器
と
盆
石
を
商
っ
て
い
た
野

口
利
太
郎
は
、商
用
で
京
都
に

行
く
度
に
岩
倉
の
病
院
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
が
、熊
弥
が
ほ
ぼ
回

復
し
て
い
る
こ
と
を
熊
楠
に
知

ら
せ
、退
院
さ
せ
た
方
が
い
い

と
言
っ
た
。さ
ら
に
野
口
は
、長

い
間
病
人
に
付
き
添
っ
て
い
た

特
別
看
護
人
の
山
本
栄
吉
に
、

和
歌
山
県
北
西
部
の
海
南
市
に

来
て
熊
弥
と
生
活
す
る
よ
う
に

頼
ん
だ
。山
本
は
承
諾
し
た
。３

月
、熊
弥
は
退
院
し
た
。

　

昭
和
１４
年
１２
月
、海
南
市
で

熊
弥
を
看
護
し
て
い
た
山
本

が
、隣
組
の
会
合
か
ら
の
帰
り

に
、坂
の
上
り
口
の
段
石
で
倒

れ
、顔
面
を
強
打
し
て
亡
く
な
っ

た
。田
辺
か
ら
野
口
が
急
行
し

て
後
始
末
を
行
い
、あ
ら
た
な

看
護
人
を
雇
う
手
配
を
し
た
。

　

熊
弥
の
症
状
は
、看
護
人
が

代
わ
っ
て
も
、案
じ
て
い
た
ほ
ど

の
変
化
は
な
か
っ
た
。

　

昭
和
１６
年
３
月
、和
歌
山
中

学
時
代
か
ら
の
親
友
で
、松
枝

と
の
結
婚
の
世
話
な
ど
を
し
て

く
れ
た
医
師
の
喜
多
幅
武
三
郎

が
脳
溢
血
で
亡
く
な
っ
た
。「
小

生
、ほ
と
ん
ど
途
方
に
暮
れ
お

り
候
」

　

昭
和
１６
年（
１
９
４
１
）１２

月
２９
日
、午
前
６
時
３０
分
、熊
楠

が
死
去
し
た
。享
年
７４
。

　

昭
和
２０
年（
１
９
４
５
）８

月
１５
日
、終
戦
。松
枝
は
、食
糧

不
足
で
や
せ
細
っ
た
熊
弥
を
自

宅
へ
引
き
取
っ
た
。

　

昭
和
３０
年（
１
９
５
５
）１１

月
、妻
の
松
枝
が
亡
く
な
っ
た
。

享
年
７６
。

　

昭
和
３５
年（
１
９
６
０
）２

月
１８
日
、長
男
の
熊
弥
が
亡
く

な
っ
た
。享
年
５３
。

　

２
０
０
０
年
６
月
、長
女
の

文
枝
が
亡
く
な
っ
た
。享
年
８９
。

　

２
０
０
６
年
５
月
、「
南
方

熊
楠
顕
彰
館
」が
開
館
し
た
。

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

杉 

本 

武 

之

私
の
出
会
っ
た
作
品
（88）

『南方熊楠』

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（331）　
　

氏  

原  

朝  

信

 　

昭
和
５５
年
度 

常
滑
西
小
学
校
二
年
二
組「
ど
ろ
ん
こ
」

　
こ
の
期
に
、児
童
に
生
の

劇
や
音
楽
な
ど
の
鑑
賞
を

さ
せ
よ
う
と
い
う
気
運
が

職
員
間
か
ら
持
ち
上
が
り
、

年
に
一
回
鑑
賞
会
の
機
会
を

も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

豆
ま
き（
節
分
）

　
大
豆
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で

煎
っ
て
間
に
合
わ
せ
ま
し

た
。北
館
中
に
豆
の
芳
ば
し

い
香
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

	

２
月
３
日（
火
） 

Ｈ
・
稚
子
④

　

四
時
間
目
に
豆
ま
き
を
し

ま
し
た
。お
に
さ
ん
が
豆
を

ぶ
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
っ
て

た
で
し
ょ
う
ね
。

　

み
ん
な
が
じ
ょ
う
ず
に
お

面
を
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

	

Ｈ
・
敦
子
⑧

　

四
時
間
目
の
豆
ま
き
の
と

き
、先
生
が
私
の
お
に
に
豆

を
な
げ
て
ち
ょ
う
ど
頭
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

人
形
劇
ク
ラ
ブ
発
表
⑵

	

２
月
２５
日（
水
） 

Ｍ
・
和
美
②

　

二
時
間
目
に
人
形
げ
き
ク

ラ
ブ
の
人
た
ち
が
人
形
げ
き

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

と
中
で
氏
原
先
生
の
声
が

出
て
き
ま
し
た
。あ
と
で
だ

れ
か
が「
さ
っ
き
先
生
の
声

が
出
て
き
た
な
あ
」と
言
っ

た
ら
、先
生
が「
だ
れ
か
が
先

生
の
声
を
ま
ね
し
て
や
っ
た

の
」と
言
い
ま
し
た
。

	

Ｍ
・
具
克
①

　

豆
ま
き
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を

し
て
ま
け
た
ら
つ
な
が
っ
て

い
く
の
と
、先
生
が
紙
に
書

い
た
文
を
後
の
人
に
つ
た
え

て
い
く
の
を
や
り
ま
し
た
。

　

ま
た
や
り
た
い
で
す
。

　
学
級
会
、学
級
集
会
、班
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が

手
を
繋
ぎ
、な
か
よ
く
、楽
し
く
学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、互
い
に
認
め
合
い
、己
れ
の
成

長
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

W・達也⑥

人形劇クラブの人たち

誠意を込めて安心のお手伝い

TEL0569-35-4949
さ  い  ご し く くし （

代
表
）

年中
無休

24時間
体制

検索

少人数での家族葬専用ホール 

常滑北

作
り
方

鶏むね肉ナゲット簡単!
高たんぱく低脂肪で安価な鶏むね肉料理はいかがでしょうか？高たんぱく低脂肪で安価な鶏むね肉料理はいかがでしょうか？
ハロウィンパーティーなどにぴったり！子供に大人気な一品です。ハロウィンパーティーなどにぴったり！子供に大人気な一品です。

①　ⒶⒷの材料をフードプロセッサーに入
れ、なめらかになるまで、混ぜ合わせる。

②　手に油をつけて①を一口大に軽く丸め、
厚み1cmほどの小判型に整える（表面は、
なめらかにする。ひび割れがあると揚げ
ている最中に割れる事がある）。

③　 揚げ油をフライパンの高さ2cmほど注
ぎ、加熱し、②を入れ、時々上下を返しな
がらきつね色になるよう4～5分揚げる。
中まで火が通れば、取り出す。

★お好みで、ケチャップやバーベキューソースをつけても美味し
いです。

材
料

Ⓐ

鶏むね肉·························· 600g
（皮を取り除き、一口大に切る）
木綿豆腐·············· 1 丁（300g）
パン粉·······················1/2カップ
鶏ガラスープ·········· 大さじ 2
片栗粉························ 大さじ 2

Ⓑ

マヨネーズ·····················大さじ 2
酒·······································大さじ 2
にんにく（すりおろし）·····小さじ 1
しょうが（すりおろし）·····小さじ 1
黒コショウ（あらびき）····· 少々

サラダ油·································· 適宜

【4〜6人分】
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知多の哲学散歩道
「森田悟由の思想①」

久 田 健 吉（哲学研究者）

Vol.40

今回、森田悟由のお話をします。悟由は常滑市小鈴谷町大谷の出身です。生没
年は天保5年（1834）─大正4年（1915）。

悟由は、曹洞宗総本山（永平寺と総持寺）では、重興として讃えられています。重
興とは中興に値する仕事を重ねてされたという意味です。中興とは、かつて栄え
た宗派が今は衰退しているのを再興することを中興と言いますが、これを重ねて
行ったと言うのですから、本山での悟由に対する評価はすこぶる高いかと言えま
す。

また、地元の常滑市立小鈴谷小学校においても、この小学校は鈴渓義塾の流
れを汲む学校で、溝口幹が校長を務めた学校ですが、その小学校においても、陰
徳を積み、「和合」の精神に生き、みんなの信頼を得て、曹洞宗の貫首になり、重興
と評されるほどになった悟由禅師の生き方を学ぼうと、「陰徳」と「和合」の精神が、
道徳教育の大切な思想として学ばれています。陰徳とは陰日なたなく善行に励む
態度のことです。

実際、森田悟由は曹洞宗において、重興と評されるにふさわしい働きをしてい
ます。

曹洞宗は近代化において遅れた宗派でした。浄土真宗では明治の中頃から清
沢満之らの活躍で近代化が推進されましたが、曹洞宗は修証義が確定してからも、
教義はバラバラでした。つまり住職の教義が曹洞宗という具合で、統一した教義は
無いに等しかったのでした。

大内青巒らによって修証義の草案がつくられ、採択実践が課題になった時、総
持寺において分離独立運動が起こされます。これは克服されなければなりません
でした。曹洞宗は、元来永平寺と総持寺の両山総本山制が建前です。それに、こう
いうバラバラの思想状況ですので、この修証義の思想を徹底するには、全国を行
脚する必要もありました。こういう難題を見事に解決し、今日の曹洞宗の姿にした
のが悟由ですので、「重興」という評価は当然と言えます。

しかし悟由は、この近代化運動の真っ只中で、同時並行的に「軍人禅話」を説き
出すのです。明治天皇が「軍人勅諭」で述べた「義は山獄より重く、死は鴻毛よりも
軽しと覚悟せよ」の文言を、釈迦と道元の思想でもって正しいと論証し出します。し
かし私には、何度読んでも、この論証は正しいとは思えず、デッチ上げに思えます。

しかしいかにデッチ上げとは言え、この思想は戦争推進論です。戦争肯定論
です。仏者が戦争を肯定するとは。私には想像を絶することでした。仏教は平和
主義思想であって、兵戈無用が仏教精神です。つまり兵戈（軍隊と武器）は平和に
とって無用であるというのが仏教精神です。思想や教えでもって戦争を克服して
いこう、これが仏教なのです。

悟由は明らかにこの戦争推進、肯定において日本仏教から逸脱しています。誤
りであったと反省してほしい。しかし悟由は物故して久しい。であれば、本山の
方で、悟由のこの戦争推進論・肯定論は誤りであると明言してほしいと思います。
黙っていたら、曹洞宗は戦争推進論・肯定論と思われても仕方のないことになりま
す。ちなみに我が家の宗派は曹洞宗です。心からそう思います。

しかし本山は、すでに悟由に自己批判させたつもりでいるのかもしれません。曹
洞宗は、先の大戦に戦争協力した己を、以下のように自己批判していますので。

仏教は、すべての人間が仏子として平等であり、如何なる理由によろうとも
他によって毀損されてはならぬ尊厳性を生きるものであると説く。（この続き
は次号で）

▼
常
設
展
示

◎
青
海
公
民
館

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
協
賛
公
開

講
座「
太
極
拳
入
門
講
座
」・
十
一
月

九
日
、十
六
日
、二
十
三
日
各（
木
）　

午
前
十
時
〜
正
午　

講
師　

杉
江

満
寿
夫
さ
ん　

対
象　

十
八
歳
以
上

の
人　

定
員　

十
名（
抽
選
）※
落
選

者
の
み
連
絡　

無
料　

申
込
期
限　

三
十
一
日（
火
）午
後
五
時　

問
合
せ

　

常
滑
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課　

☎︎
４４
―４
６
０
０

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
団

体
戦
・一
日（
日
）

▼
愛
知
県
中
学
生
卓
球
大
会
団
体

戦
・
七
日（
土
）

▼
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
・
八
日（
日
）

▼
み
ず
ほ
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会
・
九
日

（
月
・
祝
）

▼
常
滑
市
Ｕ
１５
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
大
会
・
十
四
日（
土
）

▼
秋
季
市
民
卓
球
大
会
・
十
五
日

（
日
）

▼
常
滑
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
二
十
一
日

（
土
）、二
十
二
日（
日
）

▼
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
愛

知
県
大
会
・
二
十
八
日（
土
）

▼
常
滑
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
・
二
十
九
日（
日
）

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

対
象　

ど

な
た
で
も

〜
三
十
一
日（
火
）

▼
工
作「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ（
マ
ン

ト
）」　

内
容　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
使
え
る

マ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。　

一
枚　

三
百
円

（
限
定
数
あ
り
）

▼
工
作「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ（
ぼ
う

し
）」　

内
容　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
使
え

る
ぼ
う
し
を
作
り
ま
す
。　

一
個　

百
二
十
円

一
日（
日
）〜
十
一
月
三
十
日（
木
）

▼
工
作「
木
の
実
の
か
べ
か
ざ
り
」　

内
容　

木
の
実
を
使
っ
て
秋
ら
し
い

か
べ
か
ざ
り
を
作
り
ま
す
。　

一
個　

百
八
十
円

※
工
作
は
時
間
制
限
・
人
数
制
限
あ

り
、自
宅
製
作
用
キ
ッ
ト
あ
り
ま
す
。

※
工
作
の
内
容
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。そ
の
他
の
工
作
・
催
し
等
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ーCera

　（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
内
）

▼
匂
坂
三
恵
子 Pat Southwood 

二

人
展
・
十
三
日（
金
）〜
二
十
三
日（
月
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
小
出
芳
弘 

遺
作
展
・
二
十
七
日

（
金
）〜
十
一
月
六
日（
月
）　

午
前
九

時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
煙
展 

陶
器
と
麻
紐

バ
ッ
ク
・
十
二
日（
木
）〜
十
七
日（
火
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

無
料

▼
辻
正
博 

普
段
使
い
の
器
展
・
十
九
日

（
木
）〜
三
十
一
日（
火
）　

午
前
九
時

〜
午
後
五
時　

無
料

◎
常
滑
屋

▼
「
岩
田
芳
光
切
り
絵
展
」・
三
日

（
火
）〜
八
日（
日
）　

切
り
絵
の
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
作
品
を
中
心

に
、独
自
の
技
法
で
進
化
す
る
新
し
い

作
品　

風
景
、静
物
、人
物
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

▼「hiro&nori

展
―織
っ
て
描
い
て
ダ

ン
シ
ン
グ
―」Hiro Yam

am
oto

、リ

メ
イ
ク
工
房 

吉
松 

平
野
側
子
・
十
日

（
火
）〜
十
五
日（
日
）　

こ
だ
わ
っ
て

手
作
り
し
て
い
る
手
書
き
の
猫
Ｔ
シ
ャ

ツ
、木
の
小
物
、同
じ
く
着
物
の
リ
メ
イ

ク
と
裂
織
等
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
「
縞
、い
ろ
染
織
展
」二
人
工
房
・

三
十
一
日（
火
）〜
十
一
月
五
日（
日
）　

草
木
で
染
め
、手
織
り
し
た
作
品
の
展

示
、皆
で
作
っ
た
素
敵
な
小
物
の
販
売

も
行
い
ま
す
。

○
卓
上
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催（
参
加

費
二
千
円
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
複
製
原
画
展『
い
の
ち
の
木
の
あ

る
と
こ
ろ
』・
五
日（
木
）～
二
十
六
日

（
木
）　

場
所　

一
階
展
示
室

◎
武
豊
町
立
中
央
公
民
館

▼
腸
大
事
講
座　

巡
り
力
ア
ッ
プ
！

美
腸
ス
ト
レ
ッ
チ　

腸
の
働
き
を
見

直
し
て
、体
の「
巡
り
」を
良
く
し「
免

疫
力
」を
高
め
ま
し
ょ
う　

体
感
ス
ト

レ
ッ
チ
等
の
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま
す

（
二
回
コ
ー
ス
）・
①
二
十
六
日（
木
）

　

②
十
一
月
十
六
日（
木
）　

①
②
と
も

午
前
十
時
〜
同
十
一
時
半　

講
師　

森
田
久
美
子
さ
ん　

対
象　

一
般（
女

性
向
け
の
内
容
で
す
）　

定
員　

十
人

（
申
込
順
）　

料
金　

六
百
円

▼
武
豊
絵
手
紙
の
会　

作
品
展　

便

り
を
届
け
よ
う《
わ
た
し
か
ら
あ
な
た

へ
》・
〜
五
日（
木
）ま
で　

場
所　

一
階

展
示
ホ
ー
ル

◎
武
豊
町
民
会
館

　
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼Dai Kim
oto & his Swing Kids 

JAPAN Tours 2023-10-12 in 
Taketoyo 

・
十
二
日（
木
）　

午
後
六

時
半
開
演　

料
金　

千
円　

全
席
自

由▼
フ
リ
ス
ペ
ルw

ith

イ
ェ
ス
ペ
ル　

凄
腕
演
奏
家
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の

知
ら
れ
ざ
る
世
界
・
十
四
日（
土
）　

午
後
三
時
開
演　

料
金　

前
売　

一

般　

三
千
円　

ゆ
め
プ
ラ
メ
イ
ト　

二
千
五
百
円　

二
十
五
歳
以
下　

千

円　

全
席
指
定　

未
就
学
児
入
場
不

可▼
ゆ
め
た
ろ
う
寄
席　

豊
穣
の
会
・

十
五
日（
日
）　

午
後
二
時
開
演　

料

金　

前
売　

一
般　

四
千
円　

ゆ
め
プ

ラ
メ
イ
ト　

三
千
五
百
円　

小
中
高

生　

千
円　

全
席
指
定　

未
就
学
児

入
場
不
可

▼
ゆ
め
プ
ラ
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

金
管
五
重
奏
に
よ
るM

y Favorit 
Things 

─
私
の
お
気
に
入
り
─
・
十
八

日（
水
）　

午
前
十
時
半
開
演　

出
演

　

ブ
ラ
ス 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

セ
ゾ
ン　

演
奏
曲　

銀
河
鉄
道
９
９
９
・
恋
の

フ
ー
ガ
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ポ
ッ
プ
ス 

他　

料
金　

五
百
円（
お
持
ち
帰
り
用

ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
武
豊
町
文
化
講
演
会
２
０
２
３　

竹
原
芳
子
講
演
会　

還
暦
の
シ
ン
デ
レ

ラ
ガ
ー
ル
・
二
十
一
日（
土
）　

午
後
二

時
開
場　

講
師　

竹
原
芳
子（
女
優
）

　

入
場
無
料　

全
席
自
由　

要
入
場

整
理
券　

未
就
学
児
入
場
不
可

◎
長
尾
児
童
館

▼
染
め
物
を
し
よ
う
・一
日（
日
）　

午

後
一
時
半
～
同
三
時　

申
込
要

▼
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
五
日（
木
）　

午

前
十
一
時
～
同
十
一
時
半　

申
込
要

▼
お
姉
さ
ん
と
遊
ぼ
う
・
八
日（
日
）　

午
後
二
時
～
同
三
時　

申
込
不
要

▼
秋
の
工
作
を
し
よ
う
・
二
十
一
日

（
土
）　

午
後
一
時
半
～
同
三
時　

申

込
要

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
卓
球
教
室
・
二
十
一
日（
土
）　

午
後

一
時
半
～
同
二
時
半　

申
込
要

▼
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
十
二
日
、

二
十
六
日
各（
木
）午
前
十
一
時
～
同

十
一
時
半

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
菓
子
入
れ
を
作
ろ

う
・
一
日（
日
）　

①
午
後
一
時
半
～
同

二
時
二
十
分　

②
午
後
二
時
半
～
同

三
時
二
十
分　

申
込
要

▼
日
本
福
祉
大
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
と
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ぼ
う
・
二
十
一

日（
土
）　

午
後
二
時
半
～
同
三
時
半

　

申
込
不
要

▼
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ・
五
日
、十
九
日
各

（
木
）　

午
前
十
一
時
～
同
十
一
時
半

　

申
込
要

◎
富
貴
児
童
館

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ
で
変
身
し
よ

う
！
・
十
五
日（
日
）　

①
午
前
十
時
半

～
同
十
一
時
半　

②
午
後
二
時
～
同

三
時　

申
込
要

▼
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
・
二
十
七
日

（
金
）　

午
前
十
一
時
十
分
～
同
十
一

時
三
十
分　

申
込
不
要

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
星
を
集
め
よ
う
～
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
誕
生
百
周
年
～〈
第
三
弾
〉館
内
を

歩
い
て
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
よ
う
！
・

〜
十
月
二
十
九
日（
日
）ま
で　

午
前

九
時
～
午
後
五
時　

参
加
費　

ク
イ

ズ
ラ
リ
ー　

百
円
、そ
の
他
無
料

▼
秋
の
企
画
展　

コ
ロ
コ
ロ
ス
ペ
ー
ス

ツ
ア
ー　

マ
グ
ネ
ッ
ト
で
壁
面
に
付
く

ピ
タ
ゴ
ラ
装
置
を
自
由
に
組
み
立
て

て
、ボ
ー
ル
を
転
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
・

〜
十
月
二
十
九
日（
日
）ま
で　

午
前

九
時
～
午
後
五
時　

参
加
費　

無
料

　

自
由
入
場

問
合
せ　

半
田
空
の
科
学
館　

☎
23
―

７
１
７
５

空
蝉
の
よ
く
ぞ
見
事
な
脱
ぎ
っ
ぷ
り　

	

池
田
ユ
タ
カ

か
の
人
の
余
命
も
生
き
て
百
日
紅　

	

塚
本
　
千
鶴

朝
ぼ
ら
け
あ
ち
こ
ち
咲
い
て
百
合
の
咲
く　

	

細
井
か
ね
子

漆
黒
の
夜
空
彩
る
大
花
火	

関
　
　
里
美

向
日
葵
を
隠
す
勢
い
草
の
丈　

	

浦
崎
ひ
と
み

夏
野
菜
義
母
か
ら
伝
受
お
霊
供
膳　

	

杉
江
　
タ
エ

群
青
に
夫
婦
凧
舞
う
稲
田
か
な　

	

中
村
　
照
代

朝
夕
の
木
の
葉
の
そ
よ
ぎ
涼
新
た　

	

江
端
　
久
恵

朝
風
に
秋
茜
飛
ぶ
頃
と
な
り　

	

竹
内
　
一
穂

仏
壇
の
遺
影
微
笑
む
盆
供
養　

	

林
　
　
京
子

夕
立
に
犬
騒
ぎ
出
す
真
暗
ら
が
り　

	

桑
山
　
撫
子

法
師
ゼ
ミ
き
き
て
病
人
ほ
ほ
え
め
り　

	

細
川
　
靜
代

今
夜
又
酒
の
肴
は
冷
奴　

	

清
水
ド
ラ
吉

セ
ン
ス
良
き
言
葉
残
し
て
夏
帽
子　

	

大
津
く
に
よ

歩
く
ほ
ど
暑
さ
拾
ろ
ひ
ぬ
万
歩
計　

	

村
井
　
範
子

光
の
舞
水
面
さ
ざ
め
く
大
花
火　

	

竹
内
　
佳
香

今
日
も
ま
た
鰻
上
り
の
温
度
計　

	

川
瀬
美
佐
子

六
つ
切
り
や
薬
味
に
大
葉
冷
奴　

	

竹
内
や
す
こ

甚
平
の
紐
も
結
べ
ぬ
子
の
は
し
ゃ
ぐ　

	

荒
川
　
達
雄

青
春
の
心
を
胸
に
落
松
葉　

	

豊
𠮷
　
義
夫

降
る
雨
を
掬
ひ
上
げ
翔
ぶ
夏
燕　

	

田
上
　
義
則

羽
抜
け
鳥
飛
び
た
き
夢
の
束
の
間
に　

	

古
川
　
義
高

外
国
便
届
き
我
が
家
や
秋
来
た
る　

	

久
田
　
笙
子

残
暑
な
ど
ま
だ
ま
だ
言
え
ぬ
異
常
気
象　

	

山
下
み
ど
り

足
た
た
み
神
前
仰
臥
蝉
屍　

	

竹
内
三
千
彦

青
ゆ
ず
の
香
り
た
の
し
む
夕
餉
か
な　

	

平
野
　
紀
江

雲
間
よ
り
現
れ
出
づ
る
月
愛
で
る　

	

磯
村
美
耶
子

獅
子
岩
も
う
っ
と
り
顔
の
大
花
火　

	

中
尾
　
節
也

出
勤
の
轍
つ
た
っ
て
韮
の
花　

	

岩
橋
　
く
み

渋
滞
の
思
は
ぬ
恵
み
夕
紅
葉　

	

山
本
な
づ
な

ほ
ぐ
れ
初
む
芒
一
本
活
け
て
み
る　

	

山
下
　
悠
児

雲
の
峰
押
し
出
し
て
来
て
空
覆
う　

	

山
下
　
敏
子

停
ま
り
た
る
蜻
蛉
の
重
さ
浮
子
一
と
目　

	

槙
野
　
　
侃

貧
厨
の
コ
ッ
プ
を
洗
ひ
震
災
忌　

	

坂
　
　
靖
久

大
急
ぎ
つ
る
べ
落
と
し
の
お
買
物　

	

中
村
　
洋
子

　

６
月
も
終
る
頃
「
前
か
ら
思
っ
て
た
ん

だ
け
ど
、コ
ロ
ナ
禍
が
一
段
落
し
た
機
会
に

盆
踊
り
を
復
活
さ
せ
た
い
な
～
」、「
い
い

ね
～
～
」
と
纏ま
と
ま
っ
た
（
８１
歳
、７６
歳
の
男

性
）。と
こ
ろ
が
６０
余
年
間
途
絶
え
て
い
た

盆
踊
り〈
何
ん
に
も
無
い
こ
と
が
一
気
に
現

実
問
題
化
〉。

①
踊
る
曲
が
無
い 

→ 

中
山
区
子
供
会
、豊

竜
珠
文
民
謡
ク
ラ
ブ
、役
場
生
涯
学
習
課

か
ら
の
見
込
み
立
つ
。冨
貴
小
唄
、武
豊
ふ

れ
あ
い
音
頭
、他
全
６
曲

②
所
属
し
て
い
る
『
一
新
ク
ラ
ブ
（
老
人

会
）』
で
相
談 

→ 

二
人
の
熱
意
に
男
性
会

員
６
名
が
賛
同（
８
名
に
）。

③
自
分
達
だ
け
で
は
無
理
っ
ぽ
い
、区
に

声
を
か
け
た 

→ 

「
急
な
話
で
今
年
は
無
理

‥
」。

④
招
集
を
か
け
相
談 

→ 

二
人
が
そ
こ
ま

で
思
っ
て
る
な
ら
「
自
分
達
で
や
ろ
う
！！
」

と
団
結
（
８
＋
７
＋
女
性
会
員
約
１５
名
＝

３０
余
名
に
）。

⑤
お
金
が
無
い 

→ 

老
人
ク
ラ
ブ
有
志
の

協
賛
。

⑥
踊
り
方
が
分
か
ら
ん 

→ 

豊
竜
珠
文
民

謡
ク
ラ
ブ
の
協
力
、４
回
練
習
。「
当
日
も

踊
り
に
行
き
ま
す
ネ
」。な
ん
と
当
日
２０
名
。

⑦
太
鼓
が
無
い 

→ 

市
場
祭
り
保
存
会
の

協
力
。

⑧
ス
ピ
ー
カ
ー
が
無
い 

→ 

会
員
の
一
人
が

手
作
り
。

⑨
肝
心
の
ヤ
グ
ラ
が
無
い 
→ 

器
用
な
会

員
が
３
ｍ
四
方
の
舞
台
を
、孟
宗
竹
を
切

り
に
行
っ
て
結
ん
で
、男
性
１５
人
で
完
成
。

⑩
提
灯
が
無
い 

→ 

市
場
区
の
倉
庫
に
埃

を
か
ぶ
っ
た
提
灯
発
見
。「
お
！
紅
白
の
幕
、

発
見
」。

⑪
電
気
が
無
い 

→ 

区
か
ら
防
災
用
発
電

機
。

⑫
提
灯
の
電
力
が
足
り
な
い 

→ 

以
前
敬

老
会
で
配
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
を
か
き

集
め
提
灯
の
中
に
。

⑬
踊
り
以
外
の
催
し
物
が
無
い 

→ 

会
員

の
一
人
が
団
子
焼
き
機
と
幟
の
ぼ
り。

　

８
月
１２
日
当
日
は
、台
風
前
だ
が
晴
。

団
子
は
『
一
新
ク
ラ
ブ
』の
女
性
や
協
力
者

ら
１０
名
が
担
当
。２
本
ず
つ
（
全
３
３
０

本
）、ジ
ュ
ー
ス
と
お
菓
子
も
無
料
で
渡
し

た
。大
人
用
ビ
ー
ル
は
２
０
０
円
。

　

発
案
者
さ
ん
「
始
め
は
ど
う
な
る
か
‥
、

５０
人
も
来
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、

大
盛
況
で
終
わ
っ
た
今
は
い
つ
天
国
へ
行
っ

て
も
よ
い
気
持
ち
で
す
」、「
小
さ
い
頃
は

パ
ン
ツ
一
丁
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
龍
宮
海
岸
に

行
っ
て
た
ん
で
す
よ
‥
」。

　

昭
和
２２
年
の
米
軍
の
航
空
写
真
と
現
在

の
マ
ッ
プ
を
突
き
合
せ
て
み
た
。か
つ
て
白

砂
青
松
の
砂
浜
で
の
盆
踊
の
場
所
は
、な

ん
と
現
在
の
竜
宮
広
場
、納
得
。

　

６０
余
年
ぶ
り
復
活
の
「
竜
宮
盆
踊
り
ま

つ
り
」、中
日
新
聞
に
は
載
ら
な
か
っ
た
。

　

‥
だ
か
ら
書
い
て
み
た
。伊

藤
　
明
德

60余年ぶりの60余年ぶりの
『『竜宮盆踊りまつり竜宮盆踊りまつり』』
提供：一新クラブ提供：一新クラブ

日
々
是
好
日　

龍
宮
海
岸
夏
物
語
そ
の
２ 

６０
余
年
ぶ
り
の
盆
踊
り

応 募
日々の生活の中でチョットしたこんな事・
あんな事・心和む事、面白いエピソード等
この欄へどしどし応募してください。
（原稿用紙2枚程度）
応募先：あかい新聞　武豊店（郵送またはFAXにて）
住　所： 知多郡武豊町字金下37番地
T  E  L：0569-72-0356
F  A  X：0569-72-6002

大
き
な
昆
虫
を
食
べ
る
こ
と
も
あ
る

ん
だ
っ
て
。カ
マ
キ
リ
の
左
右
に
付
い

て
い
る
目
は
３
６
０
度
、見
渡
せ
る
ん

だ
っ
て
。
だ
か
ら
、
獲
物
を
見
つ
け
た

ら
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
っ

て
。ス
ズ
ム
シ
は
虫
あ
み
で
捕
ま
え
た

よ
。ス
ズ
ム
シ
は
「
リ
ィ
ー
ン
リ
ィ
ー

ン
」、
コ
オ
ロ
ギ
は
「
コ
ロ
コ
ロ
コ

ロ
」
っ
て
、虫
か
ご
の
中
で
大
合
唱
し

て
い
る
よ
。ス
ズ
ム
シ
は
夜
行
性
で
大

き
な
声
で
鳴
く
ん
だ
よ
。鳴
く
こ
と
が

で
き
る
の
は
オ
ス
な
ん
だ
っ
て
。数
匹

で
同
時
に
鳴
く
競
い
鳴
き
と
、単
独
で

鳴
く
独
り
鳴
き
が
あ
る
ん
だ
っ
て
。大

合
唱
は
、賑
や
か
で
い
い
な
ぁ
。

　

私
は
英
語
の
授
業
が
始
ま
っ
た
よ
。

先
生
は
ア
メ
リ
カ
出
身
の
人
な
の
。

英
語
で
自
分
の
名
前
を
言
っ
て
、好
き

な
食
べ
物
を
言
っ
て
、趣
味
を
話
し
て

…
自
己
紹
介
を
し
た
わ
。こ
う
い
う
の

は
R
が
得
意
な
の
。R
の
発
音
は
と
っ

て
も
い
い
み
た
い
。
だ
か
ら
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
簡
単
な
英
語
で
お
話
を
す

る
と
き
は
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も

困
っ
て
い
る
よ
。R
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
英
語
は
変
だ
な
ぁ
と
言
わ
れ
て
、お

じ
い
ち
ゃ
ん
苦
笑
い
。R
と
英
語
で
お

話
が
苦
手
み
た
い
。み
ん
な
楽
し
く
２

学
期
が
始
ま
っ
て
、み
ん
な
喜
ん
で
い

る
わ
（
K
）

始
ま
っ
た
よ

　

２
学
期
が
始
ま
っ
た
よ
。秋
の
虫

に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
よ
。虫
が

集
ま
っ
て
き
そ
う
な
と
こ
ろ
で
、

じ
っ
と
し
て
い
た
ら
、
コ
オ
ロ
ギ
、

カ
マ
キ
リ
、ス
ズ
ム
シ
を
見
つ
け
た

よ
。コ
オ
ロ
ギ
は
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
と

鳴
く
よ
。
田
ん
ぼ
の
中
に
い
た
よ
。

大
き
さ
は
２
㎝
く
ら
い
か
な
ぁ
？

へ
ぇ
ー
、
コ
オ
ロ
ギ
っ
て
、
60
㎝
も

ジ
ャ
ン
プ
す
る
ん
だ
ね
。
す
ご
い

ね
。カ
マ
キ
リ
は
草
む
ら
で
見
つ
け

た
よ
。
カ
マ
キ
リ
っ
て
、
生
き
て
い

る
昆
虫
し
か
食
べ
な
い
ん
だ
っ
て
。

ハ
エ
や
ガ
を
食
べ
る
ん
だ
っ
て
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
食
べ
る
よ
っ
て
、R

が
言
う
ん
だ
け
ど
、ど
う
か
な
ぁ
？

大
き
い
カ
マ
キ
リ
に
な
る
と
鳥
や

団子団子



2023年(令和5年)10月1日(日曜日)（4）第 422 号

地域のご家庭・お店・会社に
新聞を届ける仕事です。
あなたからの新聞を
待っている人がいる。
幸せな仕事だと思います。

新聞と暮らしがひとつになる。
そんな、新しい街をつくるんだ。

どこまで、
配れるか。

武豊 0569（72）0356
常滑 0569（35）2861

お問合せ

竹内一
いっせい

生（5才）　飛
ひなた

陽（10才）　武豊町 幾世明
あかり

里（1才）　旭
あさき

紀（7才）　常滑市


